
プラスチックごみ分別収集の目的

プラスチックごみを燃やすとどうなるの?

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が

2022年４月１日から施行されました

地球温暖化問題

熱中症、
アレルギー疾患

人体への影響

サンゴの白化など

生態系への影響

竜巻、 豪雨、
台風、 海面上昇

異常気象の頻発

地球規模で直面している環境問題解決に向けて、

限りある資源を守り、 将来世代への負担を減らし、

「持続可能な社会の形成」を目的として、

新たな指定収集袋で収集した 「プラスチックごみ」は、

焼却処理せず、 選別処理しリサイクルを行います。

プラスチック製品の設計から排出･回収･リサイクルに至るまで、

プラスチックのライフサイクル全般に関わる事業者･自治体･消費者など、

すべての関係主体が連携し、 プラスチック資源循環促進 に

取り組んでいきましょう。

プラスチックを燃やすと、 地球温暖化の原因となる温室効果ガス（CO2）が多く発生します。

温暖化は、 地球規模の気候変動を引き起こすとされており、 災害級の猛暑や記録的豪雨の発生原因の一因

として考えられています。


